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令和 7 年 8 月 18 日提供 

 

アナフィラキシー傷病者に対する 

救急救命士の処置範囲を広げる実証事業に参加します 
 

堺市消防局では、厚生労働省が実施する「救急救命士によるアナフィラキシーに対するアドレナリンの筋肉内投与の

実施に係る実証事業」に参加します。 

同実証事業では、救急救命士が行う新たな救急救命処置として、アドレナリン製剤（以下、エピペン®）を交付さ

れていない重度アナフィラキシー傷病者に対して、医師の指示のもとエピペン®の筋肉内投与を実施し、救急救命処置

の拡大をめざします。 

 

1 実証期間 

令和 7 年 9 月 16 日（火）～令和 7 年 12 月 31 日（水）（予定） 

※傷病者へ投与後に厚生労働省から追加配付されるエピペン®が無くなり次第、実証期間を終了します。 

 

2 経緯 

現行の救急救命士法等では、救急救命士はエピペン®を交付されていないアナフィラキシー重度傷病者に対してエ

ピペン®の使用ができません。 

しかし、処置拡大の検討のため、厚生労働省の委託を受けた研究班において「救急救命処置（アナフィラキシー

に対する自己注射が可能なアドレナリン製剤によるアドレナリンの筋肉内投与）の投与対象拡大に係る実施体制

整備研究」を行い、救急救命士によるアドレナリン投与対象拡大の必要性が確認されました。 

そのため、厚生労働省が主体となり、メディカルコントロール体制など安全な実施体制が整った地域で先行的に実

証事業を実施し、堺市消防局も本実証事業に参加します。 

これまで投与対象ではなかった傷病者に対して、救急車に積載されたエピペン®を早期に投与することで、症状の

改善が期待されます。同実証事業には、全国から 17 都道府県、26 団体、77 消防本部が参加し、実証事業の

結果を基に全国的な拡大につなげます。 

 

3 実証事業に参加する救急救命士 

堺市消防局救急ワークステーションに所属する救急隊のうち、予め定められた講習を修了し、大阪府の認定を受け

た救急救命士（8 名） 

 

4 事業概要 

①アナフィラキシー疑いの傷病者が発生（堺市消防局管内） 

②救急救命士が適切に観察と判断を行い、医師に電話で詳細な状況を説明 

➂医師の判断のもと指示を受け、救急救命士が救急車に積載するエピペン®を投与 

④病院へ搬送 



 

 

5 その他 

同実証事業の詳細は、以下のホームページをご確認ください。 

【堺市ホームページ】 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/bosai/shobo/shimin/kyukyu/epipen_jisshoujigyou.html  

【厚生労働省ホームページ】 

https://kyumeisi-kaken.umin.jp/ 
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担 当 課：消防局 救急部 救急ワークステーション 

電 話：072-272-9119 

フ ァ ッ ク ス：072-272-7800 

https://www.city.sakai.lg.jp/kurashi/bosai/shobo/shimin/kyukyu/epipen_jisshoujigyou.html
https://kyumeisi-kaken.umin.jp/



